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1 はじめに

2020 年度から、新型コロナウイルスによりオンラ

イン授業が増えた。無作為に抽出した学生約 3,000名

のうち、有効回答者、1,744名に回答してもらい約 80

％がほとんどオンライン授業だった。[?] そのうち、オ

ンライン授業の満足度は、、「満足」及び「ある程度満

足」の合計が 37.9 ％、「あまり満足していない」及び

「満足していない」の合計が 24.6 ％という結果。大阪

産業大学では、オンライン授業と対面授業を、レベルと

授業タイプで分けており、レベルが高くになるにつれ

て、オンライン授業になる。大学側が判断したレベル

は正しく学生側に正しく伝わっているか。また、オン

ライン授業について学生が不満や意見などを SNS(主

に Twitter) で自発的に発言している投稿を集めて分

析し調査を行った。

2 目的

本研究の目的は、新型コロナウイルスの影響により

オンライン授業が多くなったことにより、学生の学習

意欲の変化や各授業に対する満足度の調査を学生が自

発的に発信している、Twitterを主に使い、投稿による

学習意欲や授業の満足度を分析し調査を行った。アン

ケートによると [?]、約 80%はオンライン授業となっ

ており、その中で授業形態、大学側の判断、私生活へ

の影響などを Twitterを利用し調査を行った。

3 検証結果

集計した、ツイート数は約 440個となった。割合は

授業についてが約 70%、授業形態についてが約 15%、

テストについてが約 8%、行事が約約 5%となった。授

業についてのツイートが主に占めていた。内容として

は前期はオンライン授業に対する不満、理解できてい

ないことを質問していることが多い傾向だった。後期

は、ハイブリッド授業となり、対面授業も増えていっ

たため授業に関する質問は少なくなったが、オンライ

ン授業に慣れた人が多く対面授業を嫌がる学生もいた。

試験期間の時には同じ授業受けている学生に理解でき

ていない所を Twitterを利用し、聞いている学生が多

い傾向だった。授業形態については、大学側が判断し

た、授業形態レベルの変更時に着目し集計を行った。

結果としては、後期でのハイブリッド授業になったタ

イミングが学生は困惑していることが多く感じた。授

業によっては、その授業のグループによって対面授業

かオンライン授業に分けていたが、特に理解できてい

ない学生は多くみられた。入学式の時は、ハッシュタ

グ機能を使い人脈作りを行っていた。

4 まとめ

本研究では、Twitterを利用し学生の学習意欲、授業

に対する満足度や大学側の判断は正しく伝わっている

か調査を行った。授業への満足度は、前期だと学生が

オンライン授業に慣れていなく、参加できない、受け

方がわからない、他の学生のマイクがミュートになっ

ていないなどオンライン授業ならではの、トラブルが

前期の序盤に多い傾向だった。それ以降は、課題が多

いや、授業への不満が多くなっていた。後期ではハイ

ブリッド授業になったため、対面授業が始まったがオ

ンライン授業に慣れたため、対面授業を嫌がる学生い

た。オンライン授業と対面授業でやるかをグループ分

けされている授業では、理解できていない学生が多い

傾向だった。大学側の判断では、授業形態のレベルの

変更時があまり学生には伝わっていない印象だった。
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1 はじめに

2020 年度から、新型コロナウイルスによりオンライン授業が増えた。文部科学省によるアンケート [1] では、

無作為に抽出した学生約 3,000名のうち、有効回答者、1,744名に回答してもらい約 80%がほとんどオンライン

授業だった。そのうち、オンライン授業の満足度は、「満足」及び「ある程度満足」の合計が 37.9%、「あまり満足

していない」及び「満足していない」の合計が 24.6%という結果である。大阪産業大学では、オンライン授業と

対面授業を、レベルと授業タイプで分けており [2]レベルが高くになるにつれて、オンライン授業になる。大学側

が判断したレベルは正しく学生側に正しく伝わっているか、また、オンライン授業について学生が不満や意見など

を SNS(主に Twitter)で自発的に発言している投稿を集めて分析し調査を行った。

1



2 目的

本研究の目的は、学生が自発的に発信している Twitterへの投稿を用い、コロナ化でのオンライン授業におけ

る、学習意欲や授業の満足度を分析・調査することである。文部科学省のアンケートによると [1]、約 80%はオ

ンライン授業となっておりその中で授業形態、大学側の判断、私生活への影響などを Twitter を利用し調査を

行った。
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3 オンライン授業

3.1 オンライン授業の割合

文部科学省によるアンケート [1]によると、有効回答者 1,744名に回答してもらい約 80%がほとんどオンライ

ン授業を受けている。以前実施された、文部科学省による令和２年度後期授業の実施方針における調査では、「ほ

とんど遠隔」と回答した大学等は約 15％だった。新型コロナウイルス拡大に伴う影響により、大学側はオンライ

ン授業を強いられている。

図 1 文部科学省「新型コロナウイルス感染症の影響による学生等の学生生活に関する調査の結果」によるオ

ンライン授業の割合（令和 2年度後期）[1]によると、9.2%はオンラインはまったくなく、11.3%はオンライ

ンは半分以下、19.9%はオンラインが多い、59.6%はオンラインがほとんど、すべてだった。約 6割はほとん

どオンライン授業だった。

3.2 オンライン授業に関する調査

早稲田大学オンライン授業に関する調査結果（2020年度春学期）[3]によると、学生の 92.2%が「有益なオンラ

イン授業」があったと回答した。オンライン授業の良い点として、自分のペースで学習できる点や、復習に取組み

やすい点があげられた。オンライン授業の改善点として、課題が多い点、身体的な疲れをより感じる点、孤立感を

感じる点があげられた。

学生にとって最も有益であった授業と、満足いかなかった（不満のある）授業それぞれの授業方法について尋ね

たところ、満足いかなかった（不満のある）授業それぞれの授業方法について尋ねたところ、図１のような傾向が

示されました。最も有益な授業では、「小テストやレポートなどの中間課題がある」、「課題に対するフィードバッ

クがある」、「授業内容や授業の進め方に学生の意見が反映される」といった項目で肯定的な回答が多くみられまし

た。一方、不満のある授業について、「小テストやレポートなどの中間課題がある」では肯定的な回答はあるもの

の、「課題に対するフィードバックがある」や「授業内容や授業の進め方に学生の意見が反映される」といった項
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図 2 オンライン授業の良かった点と改善点

目の肯定的な回答が、最も有益な授業と比べ少ない傾向

図 3 最も有益な授業と不満な授業の授業方法の比較

3.3 オンライン授業の種類

デジタル・ナレッジ [4]によると、オンライン授業の授業形態は主に二つに分かれておりライブ配信とオンデマ

ンド配信に分かれている。ライブ配信は遠く離れた学習者にも教室と同様の臨場感あふれる授業をオンラインで

届けること（オンライン教育の実施）ができる。学習者は授業が配信されている同時刻にパソコン・スマートフォ

ン・タブレット・大型モニタ等のデバイスを使用してインターネットにアクセスし、ライブで視聴ができる受講形

態である。オンデマンド配信は予め収録した授業の教材を、学習者が好きな時間に好きな場所で、パソコンやスマ

ホなどのデバイスを使ってインターネットにアクセスし、何度でも視聴することが可能な受講形態である。

3.4 オンライン授業のメリット・デメリット

ここでは、教える側と学ぶ側とライブ配信とオンデマンド配信に分けて、メリットとデメリットを取り上げて

いる。

学者者のメリット（ライブ配信）[4]

• 会場に出向かなくても臨場感ある授業が受けられる
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• 質問をする、発表をするなど学習者側からのアクションが可能
• ディスカッションなど複数の学習者で学び合うことも可能
• 病気やケガ、そのほか様々な事情を持つ学習者も授業をうけられる
• 教科書では伝わりにくい動作を伴う事柄や、専門家からの直接指導など品の高い授業が可能
• (ウイルスの蔓延など)非常事態の環境下で学ぶ場所がなくてもオンラインで授業を受けられる

• 自学習ではつい後回しにしてしまうことがあるが、時間が決まっているライブ配信は学習のモチベーショ
ン向上が期待できる

学者者のデメリット（ライブ配信）[4]

• 授業の時間が決まっているのでそれに合わせて視聴する必要がある
• インターネット環境とパソコン・スマホなどのデバイスが必要
• 体験学習や実技がともなう授業には不向き

学者者のメリット（オンデマンド配信）[4]

• 自宅や外出先など好きな場所で学習できる
• 理解度に応じ、自分のペースで学習できる
• 苦手箇所を繰り返し視聴するなど理解をさらに深めることができる
• 教科書では伝わりにくい動作を伴う事柄や、専門家からの直接指導など品の高い授業が可能
• (ウイルスの蔓延など)非常事態の環境下で学ぶ場所がなくてもオンラインで授業を受けられる

• 学習履歴や学習進捗が可視化されてわかりやすい

学者者のデメリット（オンデマンド配信）[4]

• わからないところがあってもその場で質問ができない
• インターネット環境とパソコン・スマホなどのデバイスが必要
• 学習者間の交流が図りにくい
• インターネット環境とパソコン・スマホなどの端末が必要
• 強制力がないので自主的に学習する意欲が求められる

教育側（学校・塾）のメリット（ライブ配信）[4]

• リアルな対面授業に準じた教育を提供できる
• 会場に来ることができない学習者にも広く学びを提供できる
• 授業品質の均一化を図れる
• 双方向授業*1が実現できる

• 教科書では伝わりにくい動作を伴う事柄や、専門家からの直接指導など品の高い授業が可能
• 教室運営費を削減できる
• (ウイルスの蔓延など)非常事態の環境下で学ぶ場所がなくてもオンラインで授業を受けられる

教育側（学校・塾）のデメリット（ライブ配信）[4]

• ライブ配信のためのシステムが必要となる

*1 教師と生徒の両方がリアルタイムでやり取りをしながら授業を行う形式のこと
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• Web会議システムを利用したライブ授業の場合、学習履歴などを取得することができず、系統立てた教育

プログラムの提供がむずかしい

• ライブならではの授業の進め方や講師のスキルが求められる

教育側（学校・塾）のメリット（オンデマンド配信）[4]

• 動画教材の修正、アップデートが常時可能
• 最新の動画を全学習者に一斉配信できる
• 授業品質の均一化を図れる
• すべての学習者の学習履歴を一括管理できる
• 学習者一人ひとりに最適な教材を提供できる
• 導入以降のコストを削減できる
• 教科書では伝わりにくい動作を伴う事柄や、専門家からの直接指導など品の高い授業が可能
• 教室運営費を削減できる
•（ウイルスの蔓延など）非常事態の環境下で教育の場がなくてもオンラインで授業を配信できる・学習者の
視聴履歴を解析することで、繰り返し再生されている箇所や、よく離脱する箇所を確認し改善することがで

きる。

教育側（学校・塾）のデメリット（オンデマンド配信）[4]

• 動画教材を作成する手間やコストがかかる
• 教材配信や学習管理のためのシステム（LMS）が必要となる
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4 検証

4.1 検証方法

Twitterを用い、ハッシュタグ#春から大産大#春から大産#春から産大#春から大阪産業大学を用いて、大阪

産業大学生であろう人をリストという機能を使い集め 1日 1回以上リストにいれた人のツイート（投稿）を確認

を行い、1回生から 2回生（主に 1回生）を対象に自発的な発言を集めて分析を行った。

4.2 検証期間

4月から 11月までの期間で行った。長期的に行うことで学生の授業に対する姿勢や大学側が伝えたいことが伝

わっているかなど様々な目線から分析するためにこの期間とした。ただし、夏休み期間 (8/4から 9/20)は除く。
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5 Twitter

5.1 Twitterとは

Twitterとは、「ツイート」と呼ばれる“140文字の文章”を投稿・拡散し、世界中のユーザーとつながること

のできる SNS（ソーシャルネットワークサービス）Twitterの大きな特徴は、世の中の情報やトレンドが“リア

ルタイム”で見れること。最新のニュースや芸能スキャンダル、流行っているアイテム、災害・事件などまで、さ

まざまな情報が各々のツイートとしてリアルタイムで投稿されます。このような情報伝達の速さや匿名性の高さ

が人気となって、“好きなことを気軽に投稿できる”という独自の特徴を持っているのが、Twitter の大きな魅

力。Twitterの国内アクティブユーザー数は 4500万アカウントを超え、その数は国内 SNSの中でも 2番目に多

いユーザー数であり、日本人にとっても“身近な SNSの 1つ”といえる。[5]

図 4 Twitterの公式 logo

5.2 大学生の Twitter利用率

総務省「令和元年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書概要」より）[6] トレンドに

敏感な 20代～40代の利用が多くなっている。思いついたらすぐつぶやける 140文字の短文投稿という手軽さか

ら 20～40代以外の年代からも利用されている。年代別に見ると、20代が最も多く 69.7％の人が利用している。

2番目に多いのが 10代で 69.0％、次いで 30代の 47.8％、最も利用率が低いのは 9.3％で 60代となっている。

Twitterはトレンド性も重要なため、トレンドに敏感な若年層の利用率が高くなる傾向。

5.3 Twitterのリスト機能

リストを使用することで、タイムラインに表示するツイートをカスタマイズ、整理、優先順位付けできる。

Twitterで他のユーザーが作成したリストに参加したり、自分のアカウントから、グループ、トピック、または興

味関心の対象別に、他のアカウントのリストを作成したりできる。リストタイムラインには、リストに登録された

アカウントのツイートのみが表示される。また、お気に入りのリストを自分のホームタイムラインの上部に固定
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図 5 Twitterの利用率 (総務省「令和元年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書概要」より））[6]

すれば、重要なアカウントからのツイートを見逃すことがなくなる。
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図 6 作成したリスト [8]
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図 7 通常のタイムラインとリストのタイムラインは分けて表示 [8]

11



6 結果

集めたツイート数は約 430個となり、その中からツイート内容によって分類を行った。割合は図 6に示す。割

合としては、70%は授業、15%は授業形態、8%はテスト、5%は行事、2%はその他となった。授業内容や授業

形態やテスト、学校行事、大学が「レベル」の変更時など様々なタイミングでツイートの違いが見られた。

図 8 集計したツイートの割合 (70%は授業、15%は授業形態、8%はテスト、5%は行事、2%はその他)

6.1 入学式

3月から 4月で、多かったのが新入生をハッシュタグを使い探し、フォロー [7]*2や DM [7]*3を行うことにより

親睦を深め大学に入る前から友達がいる状態を作っている人がいる。また、学部を記載している人が多く、同じ学

部の人とつながることで、授業や学部のことで聞いて親睦を深めていた。しかし、前期がオンライン授業だったた

め Twitterだけの親睦で終わり大学では実際に会えないことがあった。

6.2 授業

授業については、観測開始時から非常に多くツイートされていることがあった。集計したうちの 7割あり、約

300ツイートされた。期間は、前期と後期の授業期間で多くツイートが行われていた。内容について、いくつか紹

介する

*2 そのアカウントのツイートが配信されるようになり、そのアカウントで何らかの更新があると、あなたのホームタイムラインに表示さ
れ、そのアカウントはあなたにダイレクトメッセージを送信できる。

*3 ダイレクトメッセージを使うと、ツイートなどのコンテンツについて、他の人と非公開の会話ができる
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表 1 検索に用いたハッシュタグ

ハッシュタグ一覧

#春から大産大

#春から大産

#春から産大

#春から大阪産業大学

#春から osu

#大産大

#osu

オンライン授業

表 2のツイートは前期の序盤が非常に多くみられた。その後はオンライン授業に慣れ少なくなっていったと思

われる。特に 1回生ではハッシュタグを用い、同じ大阪産業大学の学生に聞いていることがあった。その中で、質

問に対しての回答者で多かったのが、大阪産業大学のサークルや部活や委員会などのアカウントが新入生に対し

オンライン授業の受け方や大学からの情報を発信していることもあった。

表 2 オンライン授業に関するツイート

ツイート

自分のペースでできるのが楽でいい。

通学時間がないのがいい。

オンデマンド配信があるからレポートでわからないところがすぐわかる

先生がなにゆっているかわからない

ミュートにするのを忘れている大学生の生活音などが聞こえる。

参加できない。ログインできない。

オンライン授業が初めてで受け方がわからない

チャットで質問しても、気づかれない。

オンライン授業により、生活リズムが崩れれた。

学校に全然行かないため、友達ができない

対面の時より、課題が増えしんどい。

対面よりオンライン授業のが自分のペースでやりやすいから戻らなくていい。

6.3 テスト

試験期間になると、前期ではオンラインで試験が行われるか、最終レポートを提出するかの 2つが多かったた

め試験前になると、同じ授業を受けている学生をハッシュタグを使い探していることが多くみられた。同じ授業

を受けている学生を見つけると、その授業の資料やレポートの答えやヒントを教えていた。後期になると、対面で

試験だったがそれでも前期のようにハッシュタグを使い Twitterを利用している学生がいたが、前期に比べると

少ない。試験期間が終わると、単位を落としたかもしれないというネガティブなツイートが非常に多くあった。
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図 9 大学からのお知らせを発信しているツイート

6.4 授業形態

前期は実習・演習を除く、授業はオンライン授業となった。後期はハイブリッド授業*4を行っていた。大阪産業

大学が決めたレベルが変わった時は以下のようになる。

前期は、基本的にオンライン授業だったためあまり困惑はしていなかった。前期の序盤は、前にも述べたように

オンライン授業についての質問が多々あった。

後期は、ハイブリッド授業により、対面授業なのかオンライン授業かで困惑している傾向があった。レベルのこと

もあまり理解していない学生が多く見られ対面かオンライン授業なのを他の学生に聞いていることがよくあった。

その後も、図 9の示してるように、大学からの情報を発信しているアカウントより、レベル変更時には随時更新さ

*4 ハイブリッド方式とは、クラス分割や分散登校によって教室での密集防止を図ったうえで、対面式の授業を行うとともに、授業内容の
リアルタイム配信を行い、さらにオンデマンド配信を行うことで、オンラインでの受講者にも対面式と同等の授業内容を提供するもの
です。感染状況の変化に応じて速やかに登校対象学生の割合を変更し、場合によっては希望者のみを対象とすることも想定していま
す。[2]
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表 3 授業レベルの変更期間

変更時の日付 授業レベル

4/14 レベル 3

7/1 レベル 2b

8/2 レベル 3

10/4 レベル 2b

10/12 レベル 2a

11/22 レベル 1

れていたので学生にはうまく伝わっていたと感じた。
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図 10 大学からの情報発信しているアカウントによるレベル 3への変更を伝えるツイート
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図 11 大学からの情報発信しているアカウントによるレベル 2aへの変更を伝えるツイート
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7 まとめ

本研究では、Twitterを利用し学生の学習意欲、授業に対する満足度や大学側の判断は正しく伝わっているか調

査を行った。授業への満足度は、前期だと学生がオンライン授業に慣れていなく、参加できない、受け方がわから

ない、他の学生のマイクがミュートになっていないなどオンライン授業ならではの、トラブルが前期の序盤に多い

傾向だった。それ以降は、課題が多いや、授業への不満が多くなっていた。後期ではハイブリッド授業になったた

め、対面授業が始まったがオンライン授業に慣れたため、対面授業を嫌がる学生いた。オンライン授業と対面授業

でやるかをグループ分けされている授業では、理解できていない学生が多い傾向だった。大学側の判断では、授業

形態のレベルの変更時があまり学生には伝わっていない印象だった。
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